
令和３年度 国立若狭湾青少年自然の家 教育事業 

 「わかさわん子ども防災キャンプ」（Ｒ３.３.６（土）～３．７（日）） 

◆目的 

・近年全国的に頻発している災害

について、子供たちが必要な知識

を得るとともに、一人一人が防災

意識を高め、もしもの場合に備え

て対応方法を実践、体験すること

により、災害時の行動について考

える機会にする。 

 

◆参加実績 

参加 小学生 ２９名 

（キャンセル １名） 

①  男子 １１名 

  女子  １８名 

 

②  学年別 

  ４年生 １０名 

  ５年生  ７名 

  ６年生 １２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆プログラム<１日目> 

① 受付 

② はじまりのつどい 

・所長のあいさつ、スタッフあいさつ、活動の流れの説明 

③ アイスブレイク 

④ 小浜市防災士の会 講和 

⑤ サバイバル教室（福井地方協力本部） 

⑥ 避難所体験（まちの防災研究会） 

 

◆プログラム<２日目> 

① 起震車体験・救急法（若狭消防署） 

② 炊き出し体験（豚汁、おにぎり） 

③ 炊き出し体験 

④ おわりのつどい 



◆成果 

 ・防災とは何か、自分にできることは何かなど様々な問いかけを、自身の

こととして考える機会となった。 

 ・災害時の避難の仕方や気を付けることを知り、理解することができた。 

 ・小浜市や地元の防災士の会と連携することで、子供たちはより身近に防

災を感じ、学ぶことができた。 

 ・避難所での体験を通して、もしもの時の想定をしながら学ぶことができ 

  た。 

 

◆参加者の声 

 ・実際にあった震災のことを聞き、多くの人が亡くなったと聞いて悲しく     

なりました。 

 ・常に備えをしておいて、その方法を伝えることが大事だと思った。 

 ・ろうそくを自分で作れることを初めて知った。 

 ・災害はいつ起こるかわからないから、日ごろから準備することができ   

る。 

 ・避難の場所を確認しておくことや、道筋を確認しておくことが大切なこ 

とがわかりました。 

 ・担架の作り方や、救急法を学べたのがよかった。 

 

◆保護者の声（保護者アンケート） 

 ・地震について改めて考える機会になったようで、家に帰ってどこが安

全かなど確認していました。 

 ・被災した時に役立つ知識、スリッパ作りや寝袋作りなど、家族として

もためになる話しばかりで、とても充実した良いキャンプだったこと

がわかりました。 

 ・地震体験では、感じたことやどこに逃げればよいかなど、実践的な話

をしてくれて、家族みんなで共有することができました。 

 ・消防士や自衛隊の方からの話で、単に机の下に隠れることが全てでは

なく、安全なスペースに避難することを学んだようです。 

 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

 ・野外炊事やキャンドル作りなど、体験をしながら防災を学べるようプロ

グラム構成を考えた。 

 ・防災の知識を詰め込みすぎず楽しく防災を学ぶことを意識して行った。 

 ・多くの講師の方にお世話になり、様々な視点から防災を学ぶことができ

た。 

 ・新型コロナウイルス感染拡大に留意して対策を行った。 

 ・班での活動をもう少し意識できるとよかった。 

 


